
第 2回 女子教育研究会 （オンライン学習会） 

「中高女子の特性についての通説について考える」 

2022/6/11（土）20:00～21:30 

 

20：00～ 女子教育研究会 代表 前田好子教諭（共立女子中学高等学校校長）よりご挨拶  

20：05～ 事務局代表・本日のファシリテーター 鮫島より自己紹介と本日の流れのご説明 

20：15～ オンライン学習会：中高女子の特性についての通説について考える 

    ①女子の自己肯定感は低いのか？ 

   ②女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

   ③女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

21：25 アンケートのお願いと次回研究会内容告知 

21:30  終了  

 

 

 

 

 

 



女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

本日の内容 

 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 

 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

 

③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファシリテーターとしての資料提示の方針】 

研究論文のような主張を裏付ける論拠としてのデータ・資料の提示ではなく、議論の活性化のためのデータ・資料提示を

致します。 



女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
 

【議論の前提】 

 ① 自己肯定感とは何か？【定義の問題】 

 ② 自己肯定感は測定可能なのものなのか？ 

 ③ 自己肯定感が高い＝善・自己肯定感が低い＝悪 なのか？ 

 ④ 自己肯定感の向上≠教育の課題 ⇒ 成長の阻害要因としての低い自己肯定感を課題とする 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 https://www.verywellmind.com/what-is-self-esteem-2795868 

 https://ja.wikipedia.org/wiki/ 

 

定義だけでも 

これだけ様々 

https://www.verywellmind.com/what-is-self-esteem-2795868
https://ja.wikipedia.org/wiki/


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 

 

【議論の前提】 

 ① 自己肯定感とは何か？ 

 ② 自己肯定感は測定可能なのものなのか？ 

 ③ 自己肯定感が高い＝善・自己肯定感が低い＝悪 なのか？ 

 ④ 自己肯定感の向上≠教育の課題 ⇒ 成長の阻害要因としての低い自己肯定感を課題とする 

 

 

 

 

 https://toyokeizai.net/articles/-/331596?page=2 樺沢 紫苑 : 精神科医      https://firststyle.jp/6406 

 

 

  

自己否定感が強い＝生きるのが大変 自己肯定感が低い⇒ 多様なタイプがあるとの指摘も 

https://toyokeizai.net/articles/-/331596?page=2
https://firststyle.jp/6406


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 

 

【議論の前提】 

 ① 自己肯定感とは何か？      ⇒ 議論の際に個々の定義の差違に注意が必要 

 ② 自己肯定感は測定可能なのものなのか？    ⇒ 様々なデータを検証しつつ考える 

 ③ 自己肯定感が高い＝善・自己肯定感が低い＝悪 なのか？  ⇒ 成長過程でそれぞれ是々非々で考える 

 ④ 自己肯定感の向上≠教育の課題      ⇒ 成長の阻害要因としての低い自己肯定感を課題とする 

 

 

 

 

 

★ 「自己否定感」が強い子どもたちに対して何が出来るのか？（学校×家庭×社会） 

 

  

自己肯定感とは 

 未来に向かって変化を恐れず生きる力 



女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
□  「日本の子どもたちの自己肯定感は低い」：文部科学省資料 2017 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2017/06/27/1387211_07_1.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 日本の子どもたちは  

① 諸外国に比べ『人並みの能力がある』と思っていない子どもが多く、『駄目な人間』と思う頻度が高い。 

② 2008⇒2014：『人並みの能力がある』は増加・『駄目な人間と思う』は低下。⇒ 改善傾向？ 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2017/06/27/1387211_07_1.pdf


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
□ 思春期の自己肯定感のあり方に影響を及ぼす要因について―学校生活適応感，生活習慣との関係を中心に―2009 

  粟谷 初子・本間 友巳（聖泉大学カウンセリングセンター・京都教育大学）https://www.kyokyo-u.ac.jp/Cece/10-21.pdf 

 

 公立小学校 5 年生(111 名)，6 年生（87 名），中学 1 年生(182 名)，2 年生(188 名)，3 年生(175 名)。男子 374 名，女子 369 名。合計 743 名。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子の自己肯定感＜男子の自己肯定感 という調査結果 

１）自己充実感 ：女子＜男子 

２）自己実現 ：女子＜男子 

３）自己受容 ：女子≑男子 

https://www.kyokyo-u.ac.jp/Cece/10-21.pdf


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
□ 東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要 第 42号 2007 小中高校生の自己肯定感に関する研究 

 久芳美恵子 斎藤真沙美 小林正幸

 https://twcpe.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=821&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小５で逆転する「自己肯定感」（性差） 

https://twcpe.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=821&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
□ 青年期における自己意識の発達に関する研究（Ⅱ）ー重要な他者からの評価との関連ー 平石賢二  1993 

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=2481&item_no=1&attribute_id=17&file_no=1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 中学生の自尊心を低下させる要因についての研究：批判的思考の発達との関連から 静岡大学学術リポジトリ 2013 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_action_common_download&item_id=6200&item_no=1&attribute_id=31&file_no=1&page_id=13&block_id=21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本における「子どもの自己肯定感についての性差」については 

 ① 自己受容・自己実現・自己充実の観点での調査 

 ② 思春期の子どもの自己肯定感については 女子＜男子 

 ③ 小学校高学年で性差が逆転 

自己受容 

大女子＞中女子 中男子＞中女子 

自己実現 

大女子＞高女子  

中高男子＞中高女子 

大女子＞大男子 

自己充実 

中高男子＞中高女子 

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=2481&item_no=1&attribute_id=17&file_no=1
https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_action_common_download&item_id=6200&item_no=1&attribute_id=31&file_no=1&page_id=13&block_id=21


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
□ 鳥取看護大学・鳥取短期大学研究紀要  

自己肯定感と自己のパーソナリティに対する意識との関係についてー短縮版ビッグファイブ尺度に基づく研究－2018 

https://cygnus.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=16&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1 

 自己肯定感，自尊感情およびセルフ・エスティームは類義の構成概念であるが，その定義や測定方法は研究者によって違いがあることが指摘されている．本論では自己肯定感を自己肯定意識として定義する．自己肯定意識とは自己意識の中の基

本的な次元の 1 つであり，自己に対する態度の望ましさを意味している．この意識の強さを測定する自己肯定意識尺度は，主に回答者本人に関わる対自己領域と本人と他者との関係に関わる対他者領域項目から構成されている．本研究では，個人

に由来する自己肯定感を研究対象とし，自己肯定意識尺度の対自己領域に関わる要因を吟味する． 

 パーソナリティ心理学では特性論に基づく測定が主流になっている．特性論が発展する過程で様々な理論や尺度が提唱されてきたが，1990 年代になると個人のパーソナリティが主要な 5 つの特性によって理解できるとする 5 因子理論あるいは

ビッグファイブ （Big Five）が優位になった 11）．ビッグファイブでは，Extraversion（外向性），Neuroticism（情緒不安定性，神経症傾向），Agreeableness（調和性，協調性），Conscientiousness（誠実性， 勤勉性），Openness to Experience

（開放性，知性）の各因子によってパーソナリティを把握する． 

 5 つのパーソナリティ因子の程度と自己肯定感の高さとの関連を調査した先行研究では，情緒不安定性および誠実性の因子と自己肯定感との間に関連があることが報告されている．そのため，個人のパーソナリティの特徴が自己肯定感と関連し

ていると考えられる． 

 5 つの因子のうち，情緒不安定性の因子は気分や感情のネガティブな側面としてとらえられ，この因子に対する意識は自己注目の反芻と同様に自己の否定的な側面に注意を向けていると考えることができる．そのため，情緒不安定性への意識が

強い個人は自己肯定意識が低くなると予想される．この関係は本人の情緒不安定性の程度とは独立していると理解でき，自身の情緒不安定さに対して意識を向けること自体が自己肯定感を低めると仮定している．一方，外向性あるいは調和性の因

子は一般にポジティブで社会的に適応的な意味をもちやすい．そこで，これらの因子に対する意識の強さは自己肯定意識と正の相関を示すと予想される．このように，因子によって自己肯定意識とパーソナリティへの意識度との関係の方向性が異

なる結果となることが推測される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感と Big Five 因子 

 □ 情緒不安定性（強） ⇒ 自己肯定意識（低） 

 □ 外向性（強） ⇒ 自己肯定意識（高） 

 □ 調和性（強） ⇒ 自己肯定意識（高） 

□ 自己肯定感 ＝ 自己受容＋自己実現＋自己充実：自己肯定感に関する調査手法 

□ Big Five  ＝ 気質面からの自己肯定感へのアプローチ：生来持っている気質を調査する手法 

自己肯定感についての性差は気質的なものなのか？ 

https://cygnus.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=16&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
 

 

 

 

 

□ 性格特性の Big Fiveの性差と因子パターン 塗師斌 横浜国立大学 教育人間科学部 2002 

 https://www.jstage.jst.go.jp/article/pamjaep/45/0/45_470/_pdf 

横浜市内、東京都内の大学生、大学院生 319 人（男 181人 、女 136人 〉を調査対象として 、2001 年 7 月 〜2002 年 7 月に集合調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜横浜国立大学調査結果＞ この研究では大学生・大学院生の女子には男子より低い自己肯定感に繋がる気質因子は見られないという結果となった。 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感と Big Five 因子 

 □ 情緒不安定性（男子＞女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＜女子） 

 □ 外向性（男子＜女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＜女子） 

 □ 調和性（男子≑女子）  ⇒ 自己肯定意識（男子≑女子） 

＜仮説＞ 

 ① 気質に関わる因子に低い自己肯定感に繋がる因子がある ⇒ 低い自己肯定感は生まれつき 

 ② 気質に関わる因子に低い自己肯定感に繋がる因子がない ⇒ 低い自己肯定感は後天的 

都内の大学生・大学院生を調査対象 

(2002) 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/pamjaep/45/0/45_470/_pdf


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
 

 

 

 

 

□ 発達心理学研究 2015,第 26巻, 第 2号, 107-122 

 ビッグ・ファイブ・パーソナリティ特性の年齢差と性差 東大・早大・梅花女子大・名古屋大・浜松医科大・東海学園大 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjdp/26/2/26_107/_pdf 

 4887名（有効回収数 4588） 男性 2112/女性 2476 対象者平均年齢 53.5歳 年齢範囲 23歳～79歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発達心理学研究結果＞ この研究では外向性・調和性の観点では自己肯定感を左右する因子は女子の方が高く、情緒不安定性の観点では女子の方が低い 

 

 

 

 

 

自己肯定感と Big Five 因子 

 □ 情緒不安定性（男子＜女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＞女子） 若い女性ほど情緒不安定性が高い傾向 

 □ 外向性（男子＜女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＜女子）  

 □ 調和性（男子＜女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＜女子） 女子の方が高く年齢が上がるにつれ高い傾向 

＜仮説＞ 

 ① 気質に関わる因子に低い自己肯定感に繋がる因子がある ⇒ 低い自己肯定感は生まれつき 

 ② 気質に関わる因子に低い自己肯定感に繋がる因子がない ⇒ 低い自己肯定感は後天的 

調査対象年齢は 

平均 53.5歳 23～79歳 

と幅広いが気質が年齢によって 

変化しづらいことを念頭に 

参考データとした。(2015) 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjdp/26/2/26_107/_pdf


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
 

□ 成人男女の性行動に対するパーソナリティの効果 - 京都産業大学 塩谷芳也 2021 

 https://ksu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=10587&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1 

 20－59歳の男女 各年齢層の男女数は均等化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜京都産業大学研究結果＞ この研究では若い女性の情緒不安定性が高く、調和性が低くなる傾向があり自己肯定意識が低い可能性が示唆されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感と Big Five 因子 

 □ 情緒不安定性（男子＜女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＞女子）  

 □ 外向性（男子≑女子）  ⇒ 自己肯定意識（男子≑女子）  統計的に有意な性差はなし 

 □ 調和性（男子＞女子） ⇒ 自己肯定意識（男子＞女子）  

Big Fiveの調査 

では、研究により 

異なる結論も。 

https://ksu.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=10587&item_no=1&attribute_id=22&file_no=1


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

① 女子の自己肯定感は低いのか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜仮説＞ 

 ① 気質に関わる因子に低い自己肯定感に繋がる因子がある ⇒ 低い自己肯定感は生まれつき 

 ② 気質に関わる因子に低い自己肯定感に繋がる因子がない ⇒ 低い自己肯定感は後天的 

日本の女子の自己肯定感は 

① 自己充実・自己実現において男子より低い 

② 気質ではなく、後天的な要因で女子の自己肯定感低下が起こる可能性が高いのでは？ 

③ 後天的要因：社会×学校×家庭 



女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

【議論の前提】 

 ① 女子の実際の成績 ≠ 女子の特性  ： 「女子の理系科目の成績が悪い＝女子は元々理系が苦手」ではない！ 

 ② 「性差」と「個人差」   ： 「性差」＞「個人差」でなければ「女子の特性」とは言えない！ 

 ③ 女子の理系進学についての課題  ： 学校だけの課題ではなく、「家庭」「社会（規範・環境）」の課題（複雑系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロード・スティールのスティグマ除去実験 

 

 

 

 

 

 

 

「みなさんも、『難しい数学の標準テストでは男性のほうが女性よりも点数が高い』といった説を聞いたことがあるでしょう。しかし、これから受け

てもらう標準テストは違います。これから受けてもらうテストでは、女性の成績はいつも男性と同じです」 

   クロード・スティール. 『ステレオタイプの科学「社会の刷り込み」は成果にどう影響し、わたしたちは何ができるのか』 

https://honeshabri.hatenablog.com/entry/whistling_vivaldi_ 

 

https://honeshabri.hatenablog.com/entry/whistling_vivaldi_


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
 

★ 資料①：STEM 分野への女性進学 ＝ 日本社会の課題  

   2021.10.8 SankeiBiz https://www.sankeibiz.jp/econome/news/211008/eci2110080621001-n1.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年時点の「ＳＴＥＭ」（科学・技術・工学・数学）分野の入学者に占める女性割合を調査。日本は１８年度分を報告。 

 

 

日本の STEM分野への女性の入学者は 

数学・統計：世界では男女差なし。日

本は女子率が世界平均の半分 

工学・製造・建築：世界でも男女差は

大。日本は更に深刻。 

 

https://www.sankeibiz.jp/econome/news/211008/eci2110080621001-n1.htm


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料②：PISA 資料 https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/03_result.pdf 

【読解力】 女子＞男子 

調査参加国全てにおいて女子が男子よりも得点が高く，その差は統計的に有意である。コンピ ュータ使用型調査参加国のうち，男女差が最も大きいのはカタ

ールで女子が男子より 65 点高い。日本は，男子 493 点に対して女子が 514 点で女子が男子より 20 点高く，男女差は小さい方から 9 番目である。 

 

調査参加国全てで   女子＞男子 

 

男女差が最も大きいのは  カタール  女子＞男子 65点差 

 

日本の男女差は   女子＞男子  20 点差 （男女差は小さい国から数えて 9 番目） 

 

レベル５以上は   OECD 平均  女子＝10%  男子＝７％ 

    シンガポール 女子＝29％  男子＝23％ 

    日本  女子＝11% 男子=9% 

 

レベル１a以下   OECD 平均 女子＝18％ 男子＝28％ 

    上海など 女子＝４％ 男子＝７％ 

    日本  女子＝13% 男子=21% 

 

 

 

 

 

 

PISA読解力分野 

  世界： 女子＞男子 

  日本： 女子＞男子 （差は小さい方から 9番目） 

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/03_result.pdf


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料②：PISA 資料 https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/03_result.pdf 

【数学的リテラシー】 女子＜男子 だが国によって逆転も+『数学に対する自信・不安が同程度』⇒性差はない 

https://www.oecd.org/pisa/pisaproducts/pisainfocus/PIF-49%20(jpn).pdf 

最も男子が女子よりも得点が高いのはコロンビアで男子が女子より 20 点高く，一方最も女子 が男子よりも得点が高いのはカタールで女子が男子より 24 

点高い。日本は男子が 532 点に対 し女子が 522 点で，男子が女子より 10 点高く，統計的な有意差がある。 

 

調査参加国    男子＞女子の国も女子＞男子の国もあるが 男子＞女子が多い・『自信・不安が同程度』⇒性差はない 

 

男女差が最も大きいのは  コロンビア  女子＜男子 20点差 

    カタール 女子＞男子 26点差 

 

日本の男女差は   女子＜男子  １0 点差  （正答率では３％の差） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PISA数学的分野 

  世界： 男子＞女子：逆転する国もある＋メンタルの影響も指摘されている 

  日本： 男子＞女子 （差は正答率で 3%） 

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/03_result.pdf
https://www.oecd.org/pisa/pisaproducts/pisainfocus/PIF-49%20(jpn).pdf


 

女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料②：PISA 資料 https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/03_result.pdf 

【科学的リテラシー】 女子≑男子 

コンピュータ使用型調査参加国のうち，男女差が最も大きいカタールは女子が男子より 39 点 高く，逆にペルーは男子が女子より 13 点高い。日本は男子 

531 点に対し女子が 528 点で，男子が女子より 3 点高く，統計的な有意差はない。 

 

調査参加国    男子＞女子の国も女子＞男子の国もある 

 

男女差が最も大きいのは  ペルー  女子＜男子 13点差 

    カタール 女子＞男子 39点差 

 

日本の男女差は   女子≑男子  ３点差  （統計的有意差なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PISA科学的分野 

  世界： 男子＞女子

の国も 女子＞男子の国もあ

るが数学ほど性差はない 

  日本： 男子≑女子  

https://www.rikejo.jp/article/27557 

おおたとしまさ著「女の子編」『21世紀の「女の子」の親たちへ』（祥伝社）内の資料 

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/03_result.pdf
https://www.rikejo.jp/article/27557
https://amzn.to/2yC4NDn


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料②：PISA 資料との関連 https://waffle-waffle.org/2019/12/17/blog02/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PISAで上位の日本人の学生だが、理系進路（ICT系）への志望は弱い 

https://waffle-waffle.org/2019/12/17/blog02/


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
 

★ 資料③：脳の性差についての研究 

最新の脳科学の研究では脳の性差は存在しない。 

□ Dump the “dimorphism”: Comprehensive synthesis of human brain studies reveals few male-female differences beyond size 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0149763421000804 

□ You don’t have a male or female brain – the more brains scientists study, the weaker the evidence for sex differences 

https://theconversation.com/you-dont-have-a-male-or-female-brain-the-more-brains-scientists-study-the-weaker-the-evidence-for-sex-differences-158005 

□ No Meaningful Differences in Male and Female Brains, Study Finds 

https://www.bloomberg.com/news/newsletters/2021-05-13/no-meaningful-differences-in-male-and-female-brains-study-finds 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0149763421000804 

 

 

https://www.bloomberg.com/news/newsletters/2021-05-13/no-meaningful-differences-in-male-and-female-brains-study-finds 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0149763421000804
https://theconversation.com/you-dont-have-a-male-or-female-brain-the-more-brains-scientists-study-the-weaker-the-evidence-for-sex-differences-158005
https://www.bloomberg.com/news/newsletters/2021-05-13/no-meaningful-differences-in-male-and-female-brains-study-finds
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0149763421000804
https://www.bloomberg.com/news/newsletters/2021-05-13/no-meaningful-differences-in-male-and-female-brains-study-finds


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
最新の脳科学の研究では脳の性差は存在しない。【国内の研究でも】 

★ 資料④ 『男脳 vs. 女脳 ─ 感情処理における行動と脳の性差』：京都大学による研究（2017） 

 https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2017/10/75-9-12.pdf 

【感情経験の強さ・表出：女性＞男性】 

□ バーレットらは，シナリオについての感想を尋ねられたときに，女性は男性より感情表現を多用することを報告している（Barrett et al., 2000） 

□ ラフランスらは，女性は男性よりもよく笑顔を見せることを報告している （LaFrance et al., 2003） 

□ 表情刺激を見たときの主観感情経験において，女性は男性よりも幸福表情に対する快感情をより強く評定することが示された（Sawada et al., 2014） 

【他者の感情認識：女性＞男性】 

□ さまざまな感情を表す表情について，どの程度その感情を含んでいるか点数づけする評定課題を実施したところ，女性は男性に比べて感情をより高い感度 

で認識することを示した（Hall & Matsumoto,2004）。 

□ 女性は男性よりすばやく表情が表わす感情を認識することを報告している（Hampson et al., 2006）。 

【感情面：女性＜男性】 

□ 男性は女性より怒りを感じやすく，怒りを感じたときにはより攻撃的に表出することを示している（Biaggio, 1989） 

□ 感情の喚起や認識に明確な性差はないという報告もある。メタ分析研究には感情処理において，性差があることを示す報告（McClure, 2010）もあるが，明確

な性差はないとの報告（Hyde, 2005）もあり，結果は一貫していない。 

□ さまざまな表情から感情を読み取る課題の成績を調べたところ，明確な性差は見られなかった（Uono et al., submitted）。 

⇒ 現状において心理学研究は， 感情の喚起および認識における女性の優位性 を支持するものの，その性差は顕著なものではないことを示しているようだ。また，

脳科学研究は，脳の構造および機能における一貫した性差を示していないと言えよう。一般に広まって いる「女性は感情的」，「男と女は脳が違う」といった男女を

二分するような言明は，誇張されたある種の「神話」であると捉えられそうだ。（中略）男性と女性は，異なっている部分よりも重なり合っている部分のほうが多い。

にもかかわらず，異なる点に強く目が向けられ極端に強調されてしまう危険性には，十分に注意を払わなければならない。 

 

 

https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2017/10/75-9-12.pdf


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑤ 理系女子が少ない現状 

 

【工学・理学系に進む女子の現状】 

  

男女共同参画局資料：https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h28/gaiyou/html/honpen/b1_s06.html 

 

https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h28/gaiyou/html/honpen/b1_s06.html


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑥ 理系女子が少ないのは何故？：３つの要因 

【考えられる理由】アメリカの教育心理研究の見解 「物理学やコンピューターサイエンスに女性が少ない理由」 

 

 ① 分野の男性的カルチャー ：アメリカの教育心理研究の見解 

 ② 幼少期の経験   ：アメリカの教育心理研究の見解 

 ③ 自己効力感の男女差  ：アメリカの教育心理研究の見解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構 横山教授のグループの研究より 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/article-08.html 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/article-08.html


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑦ 理系女子が少ない理由：幼少期の経験 

【考えられる理由】 ベネッセ教育情報サイト https://benesse.jp/juken/202101/20210106-3.html 

 ① 分野の男性的カルチャー 

 ② 幼少期の経験 

 ③ 自己効力感の男女差 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

https://benesse.jp/juken/202101/20210106-3.html


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑧ 理系女子が少ない理由：幼少期の経験 

【考えられる理由】 幼年期におけるジェンダーの社会化に関する一考察─静岡県における高校生調査の分析より─ (2006.6) 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=3237&item_no=1&attribute_id=31&file_no=1  

 ① 分野の男性的カルチャー 

 ② 幼少期の経験 

 ③ 自己効力感の男女差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://shizuoka.repo.nii.ac.jp/?action=repository_action_common_download&item_id=3237&item_no=1&attribute_id=31&file_no=1


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑨ 理系女子が少ないのは何故？：『4 つ目の要因』 

【考えられる理由】 東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構 横山教授のグループの研究より 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/article-08.html 

 ① 分野の男性的カルチャー ：アメリカの教育心理研究の見解 

 ② 幼少期の経験   ：アメリカの教育心理研究の見解 

 ③ 自己効力感の男女差  ：アメリカの教育心理研究の見解 

 ④ 性役割についての社会風土 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく加えた要因４の社会風土では、日本では、

男性でも女性でも、女性が知的であることに否定

的な認識を持つ人ほど、数学は男性のものだとい

うイメージを持つことがわかった。 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/article-08.html


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑨ 理系女子が少ないのは何故？：『4 つ目の要因』 

【考えられる理由】 東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構 横山教授のグループの研究より 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/article-08.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本：論理的思考能力と計算能力＝男性的 

＋ 

数学や物理学に必要な力＝計算と論理的思考 

↓ 

数学や物理学＝男性のもの 

日本はジェンダーバイアスがすごく強い 

こうした能力差別は、女子生徒が取り組もう

とするやる気を、社会が削いでしまう原因に

なりえる 

https://www.jst.go.jp/ristex/stipolicy/policy-door/article-08.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. ４つ目の要因として社会風土を加え，日本で数学と物理学に男性的イメージがあることを説明する新たなモデルを提案 

まず、要因１にある、数学や物理学を学んだ後の「職業」が男性向きであるというステレオタイプや、数学ができるのは男性であるというステレオタイプは、日

本、イングランドの両方で、数学や物理学の男性イメージに影響していることがわかった。また、日本では、数学や物理学ができる人は頭が良いというイメージ

が、男性イメージへの強い要因になっている。そして、新しく加えた要因４の社会風土では、日本では、男性でも女性でも、女性が知的であることに否定的な認識

を持つ人ほど、数学は男性のものだというイメージを持つことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 「数学・物理学研究後の職業」＝男性向き 「数学が出来る」＝男性 ： 日英両方 

□ 「数学・物理が出来る人」＝頭が良い＝男性イメージ   ： 日本のみ 

□ 「女性が知的であることに否定的」⇒ 数学は男性のもの  ： 日本のみ【性的役割につての社会的風土】 



女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑩ イスラム圏では理系に進む女子が多い！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年の科学的リテラシーの男女差データ：女子＞男子 

1位カタール 

2位ヨルダン 

3位サウジアラビア 

4位アラブ首長国連邦 

5位フィンランド 

上位 5カ国中 4カ国が、イスラム教の国・地域 

 

数学的リテラシーの男女差データでも、ほとんどのイスラム教の国・地域

において、女子の成績が男子の成績を上回っています。 

 

⇒ イスラム教の国・地域では男女別学が基本です。つまりこれらの国・

地域の女子はみんな女子校で学んでいます。そうすると、科学的分野にお

いても女子のほうが成績が良くなるのです。一方で、5位にフィンランドが

入っていることからもわかるように、ジェンダー・ギャップの小さい国・

地域ではやはり女子の科学的リテラシーが高くなる傾向があります。 

https://www.rikejo.jp/article/27557 

https://www.rikejo.jp/article/27557


女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
★ 資料⑪ イスラム圏にリケジョが多い理由 2017/12/4 Newsweek エリザベス・ワインガーデン  

https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2017/12/post-9034_2.php 

一般論として、人がどんな職業に就くかは文化的要因と生物学的要因（つまり「生まれ」と「育ち」）の複雑な相互作用によって決まる。 

しかし例外的に、もっと単純な事情で決まってしまう場合もある。例えばチュニジアとヨルダンでは、全ての高校生は卒業時に全国的な学力試

験を受ける。そして家庭の社会的地位や経済力に関係なく、試験の成績によって進路を振り分けられる。好き嫌いは関係なく、成績で全てが決

まる。トップクラスなら医学部へ、次のクラスは理工学部、その次は法学部への入学を認められる。 

「好きで工学を選んだのではなく、成績順で工学部に来た女性が相当数いるのは事実」だと、チュニス工学院のラジャ・ゴージ教授も言う。 

もちろん途中で人文系に専攻を変えることは可能だが、たいていの女性は工学の道にとどまる。親の期待もあるし、そのほうが就職に有利だか

らだ（チュニジアの失業率は約 14％）。 

 

 

 

 

 

 

 

イスラム圏：能力だけで高ければ理系⇒女子の理系進学率が高くなる 

「阻害要因」となる日本社会の規範意識の Updateが必要 



女子教育研究会 FEN 第 2 回オンラインイベント【学習会】：「中高女子の特性についての通説について考える」 

② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

 女子校は『知的な女性』をネガティヴに抑圧する機能からどの程度自由なのか？ 

★ 資料⑫ 『舞田敏彦：日本の女子高生はなぜ理系になりたがらないのか』（日経 Woman 2014.9.26） 

https://dual.nikkei.com/article/034/28/?P=3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１： 理系志望 アメリカ 43.6％ vs. 日本 16.7％。西欧に比べて日・韓が低いこと⇒文化的要因？ 

 

https://dual.nikkei.com/article/034/28/?P=3
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図２：日本の男子の理系職志望率は下から 8 位、女子は最下

位。日本は理系志望者が少なく、かつジェンダー格差が大き

い。実斜線よりも上にある国＝『女子の理系志望＞男子の理

系志望』。経済発展が著しいインドネシアなど『理系に進む女

子』の存在と生産性向上の相関も高い？ 
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図３：理系への興味（適性）の男女差

は、生まれながらにして決まってい

る？トンデモナイ。「社会的」なもの

なんですよ、やっぱり。人間は「社会

的」につくられる。これは、私が専攻

する教育社会学の基本的なテーゼで

す。 
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② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

 女子校は『知的な女性』をネガティヴに抑圧する機能からどの程度自由なのか？ 

★ 資料⑮ 『舞田敏彦：理系人材が育たない日本の硬直した科学教育』（Newsweek 2016.9.6） 

 https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2016/09/post-5783.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

縦軸：ディベート・討論の頻度 

横軸：実験頻度 

 

日本は両方の指標で低い 

https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2016/09/post-5783.php
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② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 
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★ 資料⑯ 『舞田敏彦：理系人材が育たない日本の硬直した科学教育』（Newsweek 2016.9.6） 

 https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2016/09/post-5783.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦軸：理系職志望率 

横軸：理科の授業内のディベート・討議 

 

日本は両方の指標で低い 

テストで問題が解ける能力に偏ることで、男

女問わず理系人材の芽を摘んでいないか？ 

https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2016/09/post-5783.php
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② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

 女子校は『知的な女性』をネガティヴに抑圧する機能からどの程度自由なのか？ 

 

PISA は、学業成績の男女格差は生まれつきの能力差によるものではないことを示している。 男子と女子の

両者が持てる能力を十分に発揮し、自己の社会の経済成長と福利厚生に 貢献できるようにするためには、両

親、教師、政策決定者、オピニオンリーダーが 一致協力する必要がある。 

参考資料：2015 PISA  

https://www.oecd.org/pisa/pisaproducts/pisainfocus/PIF-49%20(jpn).pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子の持つ『数学（理科）への不安』へのケアと『数学（理科）への自信』をいかに

伸ばせるか？ ⇒ 女子校が共学校に対して優位な環境か？ 

https://www.oecd.org/pisa/pisaproducts/pisainfocus/PIF-49%20(jpn).pdf
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② 女子は理系が苦手な子が多いのは本当なのか？ 

まとめ 
 

□ 最新の脳科学の研究によれば、脳の性差は、学習適性においては、無視出来るほど小さい。 

⇔ PISA2018 の結果：ジェンダーギャップという課題が存在する  

⇒ 【要因】①分野の男性的カルチャー ②幼少期の経験 ③自己効力感の男女差 

 読解力：男子＜女子 数学：男子＞女子 科学：男子≑女子 

⇒ 日本：①分野の男性的カルチャー ②幼少期の経験 ③自己効力感の男女差 ＋ ④性役割についての社会風土：規範意識  

 

□ 女子校という環境で STEM 分野の女子人材をいかに育てられるのか？ 
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③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

参考資料① MBTI：（Myers–Briggs Type Indicator、マイヤーズ＝ブリッグス・タイプ指標） 

https://en.wikipedia.org/wiki/Keirsey_Temperament_Sorter 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ESFJ - 供給者（Provider） 

ISFJ - 保護者（Protector） 

ESTJ - 監督者（Supervisor） 

ISTJ - 調査官（Inspector） 

ESFP - 演者（Performer） 

ISFP - 作曲家（Composer） 

ESTP - 発起人（Promoter） 

ISTP - 工芸家（Crafter） 

ENFP - 優勝者（Champion） 

INFP - 治療者（Healer） 

ENFJ - 教師（Teacher） 

INFJ - 助言者（Counselor） 

ENTP - 発明家（Inventor） 

INTJ - 建築家（Architect） 

ENTJ - 陸軍元帥（Fieldmarshal） 

INTP - 立案者（Mastermind） 

https://en.wikipedia.org/wiki/Keirsey_Temperament_Sorter
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③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 
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https://www.slayerment.com/mbti-gender 
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③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

参考資料① MBTI：（Myers–Briggs Type Indicator、マイヤーズ＝ブリッグス・タイプ指標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知覚型(P) VS 判断型(J) 

知覚型(P)と判断型(J)を判断するための代表的な質問として、「夏休みの宿題をどのように終わらせましたか？」とい

う質問を挙げることができるでしょう。J 型の場合には計画性を持ち、早めに終わらせたり、スケジュール通りに終わ

らせることでしょう。一方で知覚型の場合にはスケジュールは立てずに、突発的なエネルギーにより終わらせたり、追

い込まれてから本気を出すタイプでしょう。 

男女間では、男性の方が知覚型が多く女性の方が判断型が多いという結果を得られているようです。 

https://uranaino.net/archives/1580 

 

① 性格・タイプにおける性差を生み出しているものが生来の気質とは限らない。 

② 男女差同様に個人差があることを無視し、男子＝追い込み・女子＝逃げ切りの指導は阻害要因に。 

https://uranaino.net/archives/1580
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③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

参考資料② エニアグラム 

 

□ エニアグラムの観点からは性格に性差はない。 https://seikaku-type.com/type4/difference-of-gender 

そもそも男性と女性が違うのか？というところから考える必要があります。エニアグラムの観点からいうなら、性格に男女

差はありません。もちろん、本質にもです。ただし、日本では男女の社会的役割の影響が残っているため、やっぱり無視が

できないわけですね。もちろん、日本に限らずジェンダー（性差）は、いくつかどこの国にも存在します。 
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③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

参考資料③ ストレングスファインダー https://www.le-chat-dort.net/gender/131/ 

 

男性（左） 7,307,429 人 

女性（⇒） 9,447,125 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 男女の傾向の違いはあるが、ジェンダーの影響含め生来の資質の違いかどうかは大いに疑問 
 

 

https://www.le-chat-dort.net/gender/131/
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③ 女子は先行逃げ切り型、男子は追い込み型というのは本当なのか？ 

 

まとめ 

□ MBTI、エニアグラム、ストレングスファインダーにおける性差・傾向 

⇒  □ 男女の差 ＞ 個人の差 と言えるだけのエビデンスはないのでは？ 

 □ 仮に男女差があるとしても、先天的なものだと言える根拠もないのでは？ 

⇒ 『女子ならではの教育』ではなく『個人の性格や適性に合った教育』への Update が必要 

★ ベネッセコーポレーションにご用意頂きたい資料 

 □ 合格判定 E や D からの逆転合格の比率：女子校・男子校・レベル別に 

 ⇒ 逆転合格が多い＝性差とは言えない。ジェンダーバイアスを前提にした指導の結果の可能性もある。  

 □ 中高 6 年間での成績推移の傾向分析：男女別 

 □ 女子学生は学力があっても自己選抜で降りている?  

  ⇒ ベネッセ模試などからの検証：女子が自己選抜で降りるのはいつ？ 

  ⇒ ベネッセ模試学年別志望校などの変化の検証 



女子教育研究会 第 2回オンラインイベント 「女子の特性についての通説は正しいのかを考える」 

2022/6/11 20:00～2:30 

アンケートのお願いと次回研究会内容告知 

 

 ① アンケートのお願い：本日のイベントの感想など https://forms.gle/vB1bDnWeWEz3XrBT6 

 ② 第３回オンラインイベント： ８月 

「私の女子教育の経験をご紹介する」 

 「品川女子中学高等学校の 28プロジェクト」や「ベネッセコーポレーションのスタディサポート」など教育現場、企業 

    大学など幅広く女子教育に関わってこられた石井豊彦先生をお迎えしてお話をお伺いします。 

 

   （登壇者:関西国際大学客員准教授：品川女子学院中高、神戸山手女子中高勤務経験 石井豊彦先生） 

  実施日時・時間はアンケート結果を踏まえて設定しホームページにてお知らせ致します。 

   https://keitasfen.wixsite.com/my-site 

 

 

https://forms.gle/vB1bDnWeWEz3XrBT6
https://keitasfen.wixsite.com/my-site

